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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結
会計期間

第47期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 38,404,96213,196,10349,178,642

経常利益（千円） 1,228,668383,7061,030,054

四半期（当期）純利益（千円） 273,110 231,555 562,018

純資産額（千円） － 7,878,7717,866,703

総資産額（千円） － 38,893,47536,622,568

１株当たり純資産額（円） － 575.60 574.56

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 19.95 16.92 41.18

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 20.3 21.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,076,913 － 556,653

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△113,934 － △648,014

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,122,899 － △119,616

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 3,158,4841,318,534

従業員数（人） － 542 524

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 542 (849)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除いております。なお、グループ外から当社グ

ループへの出向者はおりません。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会

社からの派遣社員は除いております。）は（ ）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員（１日7.5時間換

算）を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 449 (730)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、

臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会社からの派遣社員は除いております。）は

（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員（１日7.5時間換算）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、ホームセンター事業を主たる事業としているため、生産及び受注の状況は記載しておりません。

販売実績

事業の種類別セグメントの名称 区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）
金額（千円）

ホームセンター事業

店舗売上     

ＤＩＹ用品 6,169,497

家庭用品 6,000,474

カー・レジャー用品 805,780

ホームセンター事業計 12,975,752

その他の事業 － 220,351

合計 － 13,196,103

　（注）　記載金額には消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

（１）経営成績の分析　

　当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日～平成20年12月31日）における我が国経済は、サブプライム

ローン問題に端を発する世界経済の混乱により、景気の先行きに対する不透明感が強まり、悪化基調で推移いた

しました。

　ホームセンター業界におきましては、景況感の悪化による個人消費の急速な落ち込みに加え、同業他社との競争

は一層激化し、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループのホームセンター事業は、高品質・高付加価値商品を積極的に取扱い、暮ら

しに役立つ情報・サービスの提供を通して、お客様にご満足いただける店づくりを目指してまいりました。また、

環境にやさしいエコ商品の推奨、レジ袋の削減などにより環境に配慮した企業を目指し、環境活動に積極的に取

り組んでまいりました。

　店舗の状況といたしましては、平成20年11月「ジャンボエンチョー浜松店」（静岡県浜松市中区）に、新たに

「ペット・園芸館」を新設いたしました。ペット用品の品揃えを強化し、これまで以上にペット愛好家のニーズ

にお応えできるよう努めました。また、園芸用品は園芸資材等の充実を図り、一般のお客様からプロの方々までご

満足いただける品揃えといたしました。

　アウトドア専門店を展開する「SWEN」は、平成20年10月に　愛知県内初出店となる「SWENエアポートウォーク名

古屋店」（愛知県西春日井郡豊山町）をエアポートウォーク名古屋内にオープンいたしました。また、平成20年

12月には、神奈川県内初出店となる「SWENクレッセ小田原店」（神奈川県小田原市）を小田原シティーモール内

にオープンいたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は13,196百万円、営業利益は498百万円、経常利益は383百万円、

四半期純利益は231百万円となりました。

 

（２）財政状態の分析　

　当第３四半期末の総資産は、38,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,270百万円の増加となりました。こ

れは、現金及び預金の増加1,839百万円、新規出店予定地の購入による土地の増加829百万円によるものでありま

す。

　負債合計は、31,014百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,258百万円の増加となりました。これは、支払手形

及び買掛金の増加2,282百万円によるものであります。

　純資産合計は7,878百万円となり、前連結会計年度末に比べ12百万円の増加となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が122百万円減少したものの、利益剰余金が136百万円増加したことによるものであります。 

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,839百万円増加

し、3,158百万円となりました。

 

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1,370百万円の収入となりました。この主な要因は、仕入債務の増加

1,510百万円、法人税等の支払額169百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、141百万円の収入となりました。この主な要因は、その他投資による収入

157百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、431百万円の収入となりました。この主な要因は、短期借入金の純増加額

750百万円、長期借入金の返済による支出123百万円、長期未払金の返済による支出119百万円によるものでありま

す。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動　

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設等につ

いて完成したものは、次のとおりであります。

新規出店

　ホームセンター事業において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました㈱ブロス「SWENエアポートウォー

ク名古屋店」は、平成20年10月に完成し、同月より営業しております。

　ホームセンター事業において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました㈱ブロス「SWENクレッセ小田原

店」は、平成20年12月に完成し、同月より営業しております。 

店舗増床

　ホームセンター事業において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました当社「ジャンボエンチョー浜松

店」増床工事は、平成20年11月に完了し、同月にリニューアルオープンしております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,714,995 13,714,995
ジャスダック

証券取引所
単元株式数1,000株

計 13,714,995 13,714,995 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 13,714,995 － 2,902,954 － 3,435,559

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        26,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式    13,623,000 13,623同上

単元未満株式 普通株式    　  65,995 － －

発行済株式総数 13,714,995 － －

総株主の議決権 － 13,623 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

株式会社エンチョー
静岡県富士市中央
町２丁目12番12号

26,000 － 26,000 0.19

計 － 26,000 － 26,000 0.19

　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

平成20年
５月

平成20年
６月

平成20年
７月

平成20年
８月

平成20年
９月

平成20年
10月

平成20年
11月

平成20年
12月

最高（円） 420 425 430 437 448 450 415 430 440

最低（円） 404 405 410 409 420 400 390 386 420

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役

営業推進部長兼関東営業

部長兼静岡東部営業部長

兼カーサ事業部担当

取締役
営業推進部長兼カーサ

事業部担当
岡村　光一朗 平成21年２月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

を適用しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,158,484 1,318,534

受取手形及び売掛金 ※3
 899,739 788,448

有価証券 － 100,040

商品 8,969,438 9,075,026

仕掛品 17,983 959

貯蔵品 8,334 6,997

繰延税金資産 75,733 162,619

その他 577,928 527,463

流動資産合計 13,707,641 11,980,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,992,239

※1
 5,195,477

土地 11,638,683 10,808,710

建設仮勘定 40,235 34,182

その他（純額） ※1
 131,289

※1
 122,133

有形固定資産合計 16,802,447 16,160,503

無形固定資産 98,798 104,739

投資その他の資産

投資有価証券 751,394 838,850

長期貸付金 1,647,955 1,578,344

敷金及び保証金 3,264,504 3,337,713

繰延税金資産 759,768 732,136

その他 1,905,134 1,934,359

貸倒引当金 △44,170 △44,170

投資その他の資産合計 8,284,587 8,377,234

固定資産合計 25,185,833 24,642,478

資産合計 38,893,475 36,622,568

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,276,139 6,993,826

短期借入金 5,425,796 5,546,796

未払法人税等 2,139 209,872

その他 ※3
 2,369,938 2,127,864

流動負債合計 17,074,012 14,878,360

固定負債

社債 1,816,800 1,700,000

長期借入金 9,169,828 9,742,548

退職給付引当金 880,679 979,520

その他 2,073,382 1,455,435

固定負債合計 13,940,691 13,877,504

負債合計 31,014,703 28,755,864
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,902,954 2,902,954

資本剰余金 3,435,559 3,435,559

利益剰余金 1,552,335 1,416,142

自己株式 △11,813 △10,260

株主資本合計 7,879,035 7,744,395

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △263 122,307

評価・換算差額等合計 △263 122,307

純資産合計 7,878,771 7,866,703

負債純資産合計 38,893,475 36,622,568
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 38,404,962

売上原価 27,530,727

売上総利益 10,874,234

営業収入 294,621

営業総利益 11,168,856

販売費及び一般管理費 ※
 9,650,839

営業利益 1,518,016

営業外収益

受取利息 38,429

受取配当金 10,856

その他 20,255

営業外収益合計 69,541

営業外費用

支払利息 265,961

その他 92,928

営業外費用合計 358,889

経常利益 1,228,668

特別利益

固定資産売却益 595

特別利益合計 595

特別損失

減損損失 47,741

店舗閉鎖損失 7,577

たな卸資産評価損 674,923

投資有価証券評価損 641

特別損失合計 730,883

税金等調整前四半期純利益 498,380

法人税、住民税及び事業税 100,458

法人税等調整額 124,811

法人税等合計 225,270

四半期純利益 273,110
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 13,196,103

売上原価 9,611,600

売上総利益 3,584,502

営業収入 101,924

営業総利益 3,686,427

販売費及び一般管理費 ※
 3,187,617

営業利益 498,810

営業外収益

受取利息 13,421

受取配当金 4,344

その他 3,638

営業外収益合計 21,404

営業外費用

支払利息 88,847

為替差損 19,349

その他 28,310

営業外費用合計 136,508

経常利益 383,706

特別損失

店舗閉鎖損失 7,577

投資有価証券評価損 641

特別損失合計 8,219

税金等調整前四半期純利益 375,487

法人税、住民税及び事業税 30,733

法人税等調整額 113,199

法人税等合計 143,932

四半期純利益 231,555
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 498,380

減価償却費 326,222

減損損失 47,741

店舗閉鎖損失 7,577

退職給付引当金の増減額（△は減少） △98,841

受取利息及び受取配当金 △49,286

支払利息 265,961

為替差損益（△は益） 129

有形固定資産除却損 19,281

売上債権の増減額（△は増加） △129,472

たな卸資産の増減額（△は増加） 87,226

仕入債務の増減額（△は減少） 2,299,201

未払消費税等の増減額（△は減少） 102,469

その他 236,098

小計 3,612,690

利息及び配当金の受取額 24,549

利息の支払額 △205,064

法人税等の支払額 △355,261

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,076,913

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △111,824

投資有価証券の取得による支出 △100,467

敷金及び保証金の差入による支出 △107,447

敷金及び保証金の回収による収入 161,892

その他 43,911

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,934

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △31,000

長期借入金の返済による支出 △663,568

社債の発行による収入 300,000

社債の償還による支出 △440,000

リース債務の返済による支出 △35,510

長期未払金の返済による支出 △119,494

自己株式の増減額（△は増加） △1,568

配当金の支払額 △131,758

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,122,899

現金及び現金同等物に係る換算差額 △129

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,839,949

現金及び現金同等物の期首残高 1,318,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,158,484
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法によ

る原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　　なお、これにより従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の

営業利益、経常利益はそれぞれ134百万円増加し、税金等調整前四半期純利益は、540

百万円減少しております。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略

し、第２四半期連結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び

繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目を重要なものに限

定する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社及び連結子会社の機械装置の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として

見直しを行い、一部の資産については耐用年数を短縮して減価償却費を算定する方法に変更しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,812,248千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,630,152千円で

あります。

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額)  

㈲無量寿 750,000千円 

計 750,000 

(会社名) (金額)  

㈲無量寿 750,000千円 

計 750,000 

※３　期末日満期手形

　　　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。なお、当期末日が金融

機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末

残高に含まれております。

─────────────

受取手形 2,780千円 

設備支払手形

（流動負債のその他） 
67,347 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料手当 3,494,937千円

退職給付費用 63,080 

賃借料 2,050,814 

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料手当 1,179,638千円

退職給付費用 21,193 

賃借料 683,933 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,158,484千円　

現金及び現金同等物 3,158,484 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　13,714,995株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　27,056株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年５月12日

取締役会
普通株式 68,458 5.00 平成20年３月31日 平成20年６月25日利益剰余金

平成20年11月17日

取締役会
普通株式 68,444 5.00 平成20年９月30日 平成20年12月８日利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　ホームセンター事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 575.60円 １株当たり純資産額 574.56円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19.95円 １株当たり四半期純利益金額 16.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 273,110 231,555

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 273,110 231,555

期中平均株式数（千株） 13,689 13,687

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、

記載を省略しております。

　

２【その他】

 平成20年11月17日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………………68,444千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………５円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………平成20年12月８日 

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月10日

株式会社エンチョー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和　哲夫　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エンチョー

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第１四半期連結会計

期間より、棚卸資産の評価に関する会計基準を適用しているため、当該基準により四半期連結財務諸表を作成している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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